
スクラム森竜顔　謁短
2学期の書と助をJ

朝夕の冷え込みが厳しくなり、冬の到来を感じる季節になりました。

早いもので、今年も残すところあと1か月となりました。大きな行事を一つ一つやり

とげてきた子どもたちは、ひとまわりもふたまわりも成長したように感じます。

2学期の自分自身を振り返りながら、残りの時間を有意義に過ごせるように支援していきたいと思います。

☆I2月の学習予定☆

国語　文と文をつなぐことば

中心をはっきりさせて書こう

社会　地いきのはってんにつくした人々

算数　2けたでわるわり算　小数×整数

理科　水のすがたとゆくえ

音楽　曲の気分を感じとろう

図工　ハッピーカード

体育　鉄棒　走り幅跳び

訊知らせ仁訳解い
☆　安全マップについて

交通安全・防犯上の閉居がある場所についての事前調査にご協力いただき、ありがとうございました。
おかげさまで、たくさんの情報を得ることができました。12月2日（水）に市の安全マップづくり実行

委員会の方々と子どもたちで完成させる予定です。ご都合のつく方は、遠慮なくご参観ください。
＜日時＞　12月2日（水） 13：55～15：30（5・6時間目）

＜場所＞　赤池小学校　体育館

☆　個人懇談会について

12月8日（火）～11日（金）です。、

学習面や生活面で成長したところをお話したり、3学期に向けての課題をいっしょに考えたりしたいと思

います。お忙しい時期ですが、どうぞよろしくお願いします。

学習発表会　感想

「あぅ、始まる。」どきどき。6年生やお母さんたちが、

じっと見ている。きんちょうしながらも第1場面が終わっ
た。

次は、第2場面。自分たちの番が近づいてくる。どきど

きどきどき。ふるえてきた。とうとうぶ台に出た。照明が

ばっとソロの人たちにあたった。とてつもなくきんちょう

した。自分に照明がきらっとあたった。お客さんは暗くて

見えなかったけど、自分を見ているのがわかった。

私の番だ。できるだけ気持ちをこめて、大きな声でと

がんばった。

待っているときは、とても長い気がしたけど、歌い終わ

ってからふり返ると、とても短い時間だった。

ソロがうまくできて、すごくうれしかった。

和田　結衣

落ち着かない。

どきどきどきどき・・・

ついに本番。練習の成果を出し切りたい。

ぶ台の上に立つときんちょうが強くなる。

どきどきどきどき・・・

自分の出番がきた。

思い切って大きな声をはりあげた。

「いわしの安売りだあい。いきのいいいわ

しだあい。」

ものすごく気持ちよかった。

きんちょうもとれて楽しくなってきた。

出番が終わると、ためいきをついた。

歌は、きれいな声で歌えた。

よかった。

来年の学習発表会もはやくきてほしいな。

金森　涼太朗



ぼくは、ごんの気持ちになるなんて無理だと最初は思

っていた。いやいや、別人だし、なれるはずないって。

でも、練習しているうちに気づいた。自分なりに考えて

その人になりきればいいのかと。そう思ったその日か

ら、「役へのなりきり」を始めた。すると、何だかうま

くなったかなという感じがした。自分に自信がついた。

本番では、120パーセントの力を出せた。自分でも

おどろいてしまった。　　　　　　　　　味田　時平

校外学習（木曽三川公国）感想

母屋には、上げ仏だんがありました。洪水がおき

たとき、二階に上げられるしくみがあるとは、びっ

くりしました。

水屋の石がきは、自分二人分と約40皿のじょう

ぎをたしたくらいの高さでした。工夫がしてあっ

て、すごいなあと思いました。

串田　青海

油島大橋にびっくりしました。広くてまっすぐ長

い川に大きく立っているのがすごいと思いました。

タワーの上から輪中が見えました。タワーの上は

高くてちょっとこわかったです。ゆかがとうめい

（ガラス）になっているところがすごかったです。

水屋では、しかけにびっくりしました。水屋の石

だんには、こう水のとき土が流れるのをふせぐこと

と、家がこわれるのをふせぐしかけがあることにび

っくりしました。

昔はこう水からのがれるために工夫をしている

ことを学びました。　　　　　　　　原田　悠

ぼくは、木曽川・長良川・揖斐川を見まし

た。よそう以上に大きかったです。タワー6

5メートルの場所から外を見るとやっぱり大

きかったです。上げぶっだんは、こう水のと

きに二階に上げるしくみになっていて、びっ

くりしました。へやは、田の字のようにしき

ってあるから、「田の字型」とガイドさんが言

っていました。とても勉強になりました。

林　大騎

まず、おどろいたのは木曽川の大きさでした。

教科書で見た時よりとても大きかったので、び

っくりしました。

千本松原では、たくさん松が生えていて、本

当に千本あるか数えてみたけれど、多すぎて数

えきれなかったです。私は、木曽三川のことを

もっと調べてみたくなりました。

鈴木　理紗

わたしが一番心に残ったことは、水屋です。

ざしきやかめやぴんのせつ明は書いてあった

けど、米だわらのことは書いていなかったの

で、木曽三川公園の人に聞きました。すると、

「米だわらには、白米じゃなくてげん米が入っ

ているんだよ。」

と教えてくれました。

おべん当を食べながら、こう水は大変だなと

思いました。


